
 様式第11号（第９関係）
 

佐賀南警察署協議会開催結果の概要 
 

 令和７年４月７日

会　　議 　令和６年度　第３回　佐賀南警察署協議会

開催日時   令和７年２月20日（木） 15：30～16：15　　　

開催場所 　佐賀南警察署 ３階　大会議室

 協 議 会：横尾会長、石橋副会長、荒木副会長、渡邉委員、 
 　　　　　松田委員、平野委員、松尾委員、栗林委員、 

           小柳委員         　　　　　　　　　　  (９人) 
出 席 者 警 察 署：署長、副署長、刑事官、会計官、警務課長、 

 　　　　　生活安全課長、地域第一課長、地域第二課長、 
　　　　　刑事第一課長、刑事第二課長、交通課長、 
　　　　　警備課長、被害者支援係長      　　　　 (13人)　
　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　  計 22人 

議　　　事　　　概　　　要

１　開会 
  
２　会長挨拶 
    令和６年度第３回佐賀南警察署協議会の開催に当たり、各委員を代表し、

   一言御挨拶申し上げます。
    昨年、県内においてＳＡＧＡ２０２４国民スポーツ大会の開催や、全国で
　は衆議院議員総選挙が行われるなど、警察においてはその真価が問われる行
　事があり、佐賀南警察署をはじめ、佐賀県警察の皆様におかれましては大変

 　な御苦労があったと察します。
　　また、昨年中、ニセ電話詐欺による被害額が数億円にも上り、交通死亡事

 　故も一昨年から増加したと聞き及んでいます。
　　これらの事件・事故や犯罪への対応は、警察だけで到底なされるべきもの
　ではなくこれらに対応していくには、地域社会全体が警察や自治体などと連
　携し、様々な活動を断続的に行うなど、それぞれが能力を発揮してこそ実現

 　できるものと考えています。　
　　本日は、我々各委員が、警察の助けとなるよう、警察との架け橋である委

 　員の皆様の忌憚のない御意見を賜りたいと考えています。
 
３　署長挨拶 
　　本日は、御多忙の中、第３回佐賀南警察署協議会に御出席いただき、あり

 　がとうございます。
　　前回開催から現在までの間の佐賀南警察署としての活動状況を御説明させ

 　ていただきます。
　　前回繁華街の治安対策において、委員の皆様から３点の御意見を頂きまし
　た。その御意見に対する取組状況についても、途中経過ではありますが、御

 　報告させていただきたいと思います。
　　佐賀南警察署の活動取組状況について、委員の皆様の忌憚のない御意見を

 　承りたいと思っておりますので、どうぞよろしくお願いします。
 
４　取組概要説明 

     各課長から各業務の概要を説明
 
５　答申を受けた取組状況 

   ⑴　防犯カメラの更なる設置促進
      防犯カメラについては、犯罪捜査に活用できるだけでなく、設置してい

 　　るだけで、犯罪抑止に繋がっています。



　　　昨今、防犯カメラを設置される事業所や一般家屋も増加しており、佐賀
　　南警察署においては、防犯カメラを設置されている事業所と映像提供に関

 　　する協定の締結を促進しています。
　　　佐賀南警察署は、令和５年10月に佐賀市役所、令和６年７月に佐賀県飲
　　食業生活衛生同業組合佐賀支部とそれぞれ繁華街に設置されている防犯カ

 　　メラの映像提供に関する協定を締結しました。
　　　令和７年２月18日には株式会社井手解体実業と映像提供の協定を締結さ
　　せていただきました。この協定を受けて、株式会社井手解体実業は繁華街
　　に所有する施設に防犯カメラを設置される予定です。犯罪捜査の迅速化だ

 　　けでなく、犯罪抑止の相乗効果を期待しています。
　  　また、今後、株式会社井手解体実業が佐賀県内に所有されている施設に

 　　も防犯カメラの設置促進を検討していただいています。
　　　今後も引き続き、繁華街を中心に防犯カメラの設置促進を図りたいと考

 　　えています。
 　⑵　取組内容の積極的な広報

　　　繁華街の治安対策に関しては、一昨年10月から、佐賀南警察署を中心に
 　　「繁華街クリーンアップ作戦」と称したプロジェクトを開始しました。

　　　積極的な事件化、パトロールの強化、風俗営業店に対する立ち入り、大
　　規模な駐車取締まり、防犯カメラの設置促進の５項目について対策を講　
　　じ、特に風俗営業店については、一斉立ち入り調査と違法風俗店の摘発を

 　　徹底して行いました。
　　　また、昨年９月に改正された佐賀県迷惑行為防止条例の周知を図るとと

 　　もに、施行後は客引きの男性を現行犯逮捕しています。
　　　そのほか、繁華街における検問を強化し、飲酒運転の徹底摘発も行いま

 　　した。
　　　これら一連の対策は昨年12月29日の地元の新聞に掲載され、繁華街で取

 　　り扱った各種事件の検挙に関しても広報を行いました。
 　　　今後も、各種活動の状況や取締りの成果を積極的に広報していきます。

 　⑶　取組の効果検証
　　　生活安全課の窓口来訪者のうち、繁華街に関連がある方を対象に「繁華
　　街の治安に対するアンケート」を行い、取組結果を検証しました。令和６
　　年12月末から令和７年１月末までの約１か月間で、29人の方に御協力を頂

 　　きました。回答を集計した結果について説明します。
　　　問１　繁華街の治安状況をどのように感じていますか。 
　　という質問に対し、半数の方が「良くも悪くもない」、約４割が「良い」
　　と回答し、約１割は「悪い」という回答でした。 
　　　問２　問１で「非常に悪い」または「悪い」と回答した方にお尋ねしま
　　　　　す。なぜ、そのように感じますか。 
　　という質問に対し、半数が客待ちや客引きが多い、約３割が路上駐車や飲
　　酒運転等の交通違反が多い、約２割が暴力団が幅を利かせているという結

 　　果でした。
    　この結果から、現在の繁華街の治安は比較的良いと感じている方が多　
　　く、「悪い」と感じている方は少数ではありますが、「暴力団」「客引　

 　　き」「違法駐車」「飲酒運転」が理由であることが分かりました。
　　　問３　以前（１～５年前）と比べ、繁華街の治安状況はどのようになっ

 　　　　　たと思いますか。
　　という質問に対し、約４割が「どちらかといえば良くなった」と回答して
　　います。しかし、半数が「あまり変わらない」、約２割が「悪くなった」
　　と回答しており、依然として対策を継続していく必要を感じる結果となり

 　　ました。　　
       問４　治安向上のため、今後警察に期待する活動を教えてください。

　　という質問に対し、「暴力団、客引き、違法風俗店の取締」が約６割を占
　　めており、「路上駐車や飲酒運転取締」が約２割、「パトロール強化」が
　　約２割と、当署が繁華街対策の柱に挙げた項目に期待が寄せられているこ

 　　とが分かります。
      問５　佐賀県迷惑行為防止条例が改正され、客引き等の規制が強化され

 　　　　　たことを知っていますか。
　　という質問に対しては、約６割が知らないという結果となり、今後も広報
　　活動や検挙活動を通じて更に周知していくことが必要であると実感しまし

 　　た。



     　問６　客引き等の現状をどのように感じていますか。
　　という質問に対し、「以前より客引きが減った」と感じている方が約４割
　　程度いますが、約６割は「あまり変わらない」という結果になっており、
　　今後、更なる広報と検挙活動を推進して現状を打開する必要性を感じてい

 　　ます。
　　　問７　暴力団にみかじめ料、広告掲載料、縁起物の購入等を要求された

 　　　　　ことはありますか。
　　　問８　暴力団にみかじめ料、広告掲載料、縁起物の購入代金等を支払っ

 　　　　　たことはありますか。
 　　という質問に対しては、１人の方が「ある」と回答されています。

      ただし、「ない」と回答した方の中にも、実際はあるのに、暴力団が怖
　　くて、「ない」と回答した方がいると容易に推認できますので、今後も暴
　　力団事件の検挙を徹底するとともに、情報提供がしやすい環境を作ること

 　　で、暴力団の資金源を遮断していきたいと考えています。
　　　問９　暴力団を利用したり、資金を提供すれば、法に触れることを知っ

 　　　　　ていますか。
　　という質問に対しては、約９割が「知っている」と回答しており、佐賀県
　　暴力団排除条例が周知されていることが分かりました。今後も、佐賀県迷

 　　惑行為防止条例とともに周知を図っていきたいと思います
　　　以上のとおり、今回のアンケート結果を受け、各種取締や広報活動によ
　　り一定の成果は認められましたが、対策を継続していく必要性も感じまし
　　た。今後も適宜効果検証を行いながら、効果的な繁華街対策を講じるよう

     検討を重ねていきたいと思います。　　　
 
６　質疑応答・要望 
    委員:　アンケートについては、調査結果を繁華街の店舗等にも共有すれ
　　　　 ば、非常に浸透すると思う。分かりやすいように説明することで、 
         警察の取組状況が県民にも伝わるため、今後も分かりやすい広報活 

          動をお願いしたい。
　　委員:　昨今の治安の悪化は歯止めがかからない状況で、非常に懸念して
　　　　 いる。特にＳＮＳを介した詐欺事件の急増が著しく、佐賀県だけで 
         も被害額は約10億円となっている。被害者の約８割は高齢者であ   
         り、生涯で貯めたお金が一瞬でなくなるという悲しい現実が起こっ 

          ている状況である。
           事件の受け子は検挙されているが、頂点は検挙されていない状況
　　　　 であり、組織に加担しないなど、被害に遭わないために、子供の頃
　　　　 からインターネットの情報を見極める力が必要である。そのため、

 　　　　 警察から積極的に学校に対して広報をしてほしい。
　　　　　 治安に関するアンケート調査で、この10年間で日本の治安が悪く 
         なったと回答した方は約75パーセントもいる状況である。安心安全

 　　　　 のために、佐賀南警察署ではどのような取組をされているのか。
　　警察:　体感治安に関して、コロナ禍以降、犯罪は増加しているが、平成
　　　　 の終わり頃の数値と比べて急激に増加しているわけではない。県民
　　　　 が不安に感じている事案に重点をおいて、積極的な広報等に取り組

 　　　　 んでいきたい。
　　　　　 特にニセ電話詐欺、闇バイトが連続的に発生し、体感治安が非常 
         に悪くなっている。ニセ電話詐欺については、海外に拠点をおいて 
         犯行を行っており、首魁の検挙が難しい状況ではあるが、昨年はカ 

          ンボジアを拠点とする首魁等を検挙した。
　　　　 　スマートフォンの使い方やＳＮＳの利用方法については広報を行 
         っているにも関わらず、騙された子供たちが裸の写真を送る等の被

 　　　　 害者になっている状況にある。
　　　　　 犯人を検挙することで、テレビや新聞で取り上げてもらい、スマ

 　　　　 ートフォンやＳＮＳの危険性を広報していきたい。
 
７　閉会 
 
８　視聴 
　　交通事故のドライブレコーダー映像視聴


